
あおり運転とは

他の車に対する異常接近や追い回しなどの嫌がらせ運転のことであり、重大

な事故に繋がりかねない悪質かつ危険な犯罪行為です。

2017年6月に東名高速道路で「あおり運転」の被害に遭った車が、追い越し

車線に無理やり停車させられ、大型トラックに追突されて夫婦が死亡すると

いう痛ましい事故があり、この事故をきっかけに「あおり運転」に対する世間

の目が厳しくなりました。

取り締まりの強化、厳罰化へ

2018年1月16日に、警察庁から警視庁、全国の警察本部に「あおり運転など

の悪質・危険な運転に対する厳正な捜査の徹底と、悪質・危険な運転者に

対する迅速かつ積極的な行政処分の実施」の指示が行われました。

あおり運転とその被害に遭った場合の対処法



あおり運転に遭った場合の対処法

☆関わらないのが一番

相手にせず、安全に注意して道を譲る。

☆道を譲っても、しつこくあおってくる場合の危険回避

ハザードランプを点灯しながら

・一般道では、コンビニなど人目の多い安全な場所に避難・停止

・高速道路では、サービスエリアやパーキングエリア、急を要する場合は

路肩など事故に遭いにくい場所に避難・停止

ためらうことなく 110番通報を !!

相手が車を降りて、絡んできそうな時は

・車から降りない

・ドアをロックし、窓は絶対に開けない

・言葉は絶対に交わさない

基本は、事故を起こさない、事故に巻き込まれないように冷静な対応を!!


